
 

学校運営協議会との連携を重視した重点教育目標の達成に向けた取組 

北海道広尾高等学校 

学 級 数 ５  

(校長 小島 政裕) 

１ 本校の現状 

 本校は、平成 18年度より「広尾町連携型中高一貫教育」をスタートさせ、「郷土広尾を愛し、心豊かに

学び、新世紀を逞しく、主体的に生きる人を育てる～地域の教育力を結集し、広尾の子どもは広尾で育

てる～」を理念に掲げ、中高６年間のスパンで広尾町教育委員会、広尾中学校及び広尾高校が三位一体

となった教育活動を展開している。また、令和２年度より、本校においても「学校運営協議会（CS）」

（以下、「CS」）を設置したことにより、広尾町内の小中高すべてに CS が導入された。過去３年間の広尾

中学校から広尾高校への進学率も平成31年度は64.9％、令和２年度は66.7％、令和３年度は68％と上昇

している。CS と連携した教育活動や、大学進学から就職まで幅広い進路希望に対応したきめ細やかな指

導などが地域から評価されている。 

 こうしたことから、本年度再定義された「スクール・ミッション」では、本校の使命は「地域に学び 

地域とつながり 地域を支える人材の育成」であり、地域との連携を重視した学校づくりを進めている。 

 



 

※中間反省会議資料（一部抜粋） 

２ 実践の内容  

(1) 令和３年度の重点教育目標「表現力を高める」について 

令和２年度の CSでの熟議では、CS委員から 

「本校生徒の足りない力は『主体性』であ 

る。」という意見が多く、このことを踏まえ、 

令和３年度は「主体性」を高めるための具体的 

方策として、本校の重点教育目標を「表現力を  

高める」とした。全校生徒へ重点教育目標の周 

知を図るため、教室に掲示したり、全校集会の 

講話において呼びかけたりするなどして、学校 

全体のベクトルが一つの方向に向かうよう取り 

組んでいる。また、全分掌・全教科で重点教育 

目標を達成するため、次のような具体的な取組 

を実施している。 

ア 教務部の取組 

・表現力の育成をテーマとした公開授業の実施や朝学習における表現力の育成に繋がる課題の提示 

   ・生徒及び教員の授業評価アンケートの重要項目に「表現力」に関する質問項目の追加 

  イ  生徒指導部の取組 

・外部講師を招いて実施する学校行事等において、多くの生徒に代表挨拶をさせる機会の設定 

  ウ 進路指導部の取組 

・進路説明会やマナー講習などを活用し、外部講師と積極的にコミュニケーションする機会の設定 

エ 教科の取組 

・振り返りシートやレポート等のアウトプットを重視した学習活動 

・グループの意見をまとめる活動や生徒自身に学んだ内容を他者に説明させる学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※CSにおける式次第 

 (2) CSでの PDCAサイクルを取り入れた協議について 

年間４回実施される CSにおいて、協議のマン 

ネリ化を防ぎ、学校の重点教育目標などとの関連 

を図るため、次の PDCAサイクルに基づき協議を 

深める工夫をしている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア CSの実施状況について 

(ｱ) 令和３年１月の実施状況           (ｲ) 令和３年３月の実施状況 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標：目指す生徒像について熟議。次年度の重点教育目

標として最も意識することを第１回及び第２回の

議論を踏まえ、本校が目指す生徒像を話し合う。 

目標：学校評価の実施と次年度の基本方針・重点教育目

標の決定、各分掌・教科の取組について説明す

る。 

PLAN ３月実施のCS 

学校評価の実施と次年度

の基本方針及び重点教育

目標の決定 

DO ６月実施のCS ACTION １月実施のCS 

地域が育成を目指す「生

徒像」や次年度の目標等 

について検討 

地域の教育資源等に関す

る情報共有 

 
 CHECK ９月実施のCS 

広尾高校生の実態につい

て前年度との比較検証 

 



 

    (ｳ) 令和３年６月の実施状況            (ｴ) 令和３年９月の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 今年度の重点教育目標を踏まえた CSでの協議の内容について 

  CSでは、CSの各委員から重点教育目標を踏まえて、次のような 

 意見が出されており、各教科や特別活動等においては、CS委員の 

意見を取り入れながら、教育活動の改善に取り組んでいる。 

・表現力とは「言語による表現力」のみを指すのではない。数学 

 における記号や図形・式も表現であり、体育のダンスは動作そ 

のものが表現と言えるのではないか。「言語による表現力」だけ 

でなく、その他の表現力についても、生徒に理解させてから取 

り組むとよいのではないか。 

・「対話」と「会話」は異なるのではないか。言葉を通して互いに理解を深め、考えを深く育てること 

が「対話」であり、「対話」を通じて相互理解を深め、共感して繋がることが重要である。 

 

３ 実践の成果と課題（成果○ 課題●） 

 ○ 今年度の重点教育目標である「表現力を高める」について、生徒が学校行事などの様々な場面で自ら

表現しようとする意欲が見られるようになった。 

○ 学校や地域で重点教育目標を意識することで、生徒・教員・家庭・保護者が同じ方向を向き、教育

活動を行うことができた。 

● 本校生徒と日常的に関わっていない CS委員もいるため、生徒の変容を実感しにくい面がある。 

 ● CS 委員の任期は２年であり、委員交代を含め、適宜新たな視点を得られるよう工夫する必要がある。 

目標：今年度の重点教育目標を受け、地域の環境や教育

資源・家庭環境の強みと弱みについて熟議。地域

や家庭でできることや取組が可能なことをまとめ

る。 

目標：本校生徒の実態について熟議。CS委員から見た本

校生徒の現状などを参考に、生徒の実態を昨年度

と比較しながら把握する。 


